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研究成果の概要（和文）：応募者らのこれまでの調査や研究等を適用し、発展させ、地域住民が
主体的に参加し、支えあう子育て支援プログラムを開発した。開発したプログラムは、継続し
て運営される子育て支援サポーター育成プログラムと子育て支援の仕組みづくりのプログラム
の二つである。これらのプログラムを立案し、実施し、修正すると共に、それらの過程を通し
て、住民同士の対等な関係形成・維持と持続的な支援の提供を実現するものとなるための要因
や方法を検討した。また、住民相互の関係形成を積極的に支援し、支える側と支えられる側双
方の住民をエンパワメントする専門職としての保健師の係り方について、プログラム実施過程
を通して、修正し、精緻化した。 

研究成果の概要（英文）：As a result of applying and progressing the past investigation 
and study results of the applicants, we have developed a childcare support program in 
which initiative participation and mutual support of local residents are realized.  The 
program consists of the following two programs which will be continuously operated; the 
childcare supporter training program and the program which establishes the framework of 
the childcare support system.  In the course of planning, conducting, and modifying these 
programs, we have also studied causes and methods which contribute in achieving the 
formation and continuation of equal relationships among residents as well as the provision 
of sustainable support.  In addition, the form of involvement of public health nurses 
has been modified and elaborated in the process of carrying out the program, so as to 
serve as a profession which positively supports the formation of mutual relationships 
among residents and which empowers both sides of residents who support and who are 
supported. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）子育て支援の仕組み形成に関する研究 
近年の少子化や核家族化、女性の社会進出

や地域社会の関係の希薄化等、子どもを生み

育てる環境は大きく変化し、子育て支援につ
いて様々な施策が打ち出されている。そのた
め、子育てに関する研究も多く、子育て不安
の要因に関する研究（長沼ら,2005）（渡部
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ら,2004）、子育て支援の方法としての家庭訪
問の有用性を検証した研究（都筑ら,2002）、
子育てへのソーシャルサポートに関する研
究（藤田ら,2002）等がある。しかし、これ
らの研究対象は子ども及び家族を含めた個
を対象とした研究であり、子育てを地域で支
える仕組みづくりというような組織的な支
援の方法には至っていない。 
一方、人が人を支援することに関する研究

は、支援者の行動に影響を及ぼす要因（中
村,1983）、支援の動機（Claryら,1998）や授
受のメカニズム（高木,1997）、支援のスキル
（Goldstein,1980）等、国内外で様々な視点
から行われている。しかし、これらの研究の
対象も個人的な範囲に限定され、地域等広範
囲にわたる視点での支援の仕組み形成に関
する研究には至っていない。本研究の目的に
近接する研究としては、Caplan（1974）の地
域の support system に関する研究があるが、
その後は、この種の研究は見られない。 
（２）本課題に至った経緯 
応募者らが行った調査（原田ら,2008）の

結果からは、地域に暮らす若い母親にとって、
現行の制度がうまく機能しているとはいい
がたい現状があるように思われた。具体的に
は、母親は子育てに関する多様な不安を抱え
ていたが、行政サービスの利用は低調で、自
分から地域社会の中に支援を求めようとす
る意識は希薄のように思われた。良い母親で
あることと自分らしくあることの間で葛藤
があり、地域社会の中で孤立した状態で育児
を行なわざるを得ない状況や閉塞感を感じ
ている様子が見られた。専門職の支援に関し
ては、応募者らは、精神障がい者を地域で支
援する熟練保健師の実践の分析から、個人及
び地域社会の課題を解決するための人間関
係形成の方法とその関係形成のプロセスを
明らかにし、地域での支援の仕組みを構築す
る方法のモデル（原田ら,2009）を提示した。 
これらの研究や調査から、応募者らは、地

域に必要な子育ての支援の仕組みづくりに
おいては、専門職が支援する側とされる側の
住民双方向へ働きかけることが必要と考え
た。特に、子育ては生活の中で繰り返される
事項であり、人々の生活課題に取り組んでき
た保健師による支援が望ましいのではない
かと考えた。また、その支援は、従来の妊婦
教室や新生児訪問指導時に子育てサークル
を紹介する、場を提供する等の、知識の提供
が中心で、参加者同士の自然発生的な関係形
成を狙うというあり方ではなく、保健師が支
援する側と支援される側の両方をエンパワ
メントすること、そして両者の人間関係形成
を積極的に支援することが必要と考えるに
至った。 

２．研究の目的 

本研究は、子育て不安を抱える家族とその

家族を取り巻く非専門職の住民をエンパワメ
ントし、関係形成を促すための妊娠期からの
継続した子育て支援プログラムを開発するこ
と、さらにそれらを通して応募者らが明らか
にした支援モデル（原田ら,2009；2011）の精
緻化を図ることを目的とする。 

３．研究の方法 

プログラムは、子育て支援における地域住
民相互の関係づくりを目指して、子育てを支
援する地域住民とその支援を受ける地域住
民のために計画した。プログラム開発の枠組
は、教育プログラム開発のための６段階アプ
ローチ（Kern,Thomas,Howard, & Bass,1998）
とした。具体的には、プログラム立案のため
のニーズ調査、プログラム計画の立案、プロ
グラムの実施、プログラムの評価というプロ
セスで行った。 
（１）ニーズ調査：4つの市町の協力を得て、
子育て支援する側の住民と子育て支援を受
ける住民それぞれに対して、アンケート票の
郵送留め置き法によって行った。 
（２）プログラムの計画：ニーズ調査の結果
等を踏まえて立案した。プログラムは、子育
て支援サポーター育成プログラムと子育て
と仲間づくりの支援プログラムの二つから
構成されており、これら二つのプログラムを
継続して実施した。プログラムは、モデル事
業として一部の学習者にプログラム全体を
実施するという段階的導入の形をとってお
り、今後の完全導入のための一通りの経験、
フィードバック、評価、反応を得る機会を提
供するものという位置付けとした。 
（３）プログラム実施・評価とプログラム開
発：プログラム（子育て支援サポーター育成
プログラム 8 回、子育て支援の仕組みづくりプロ
グラム 14 回）を実施し、運営方法も含めて分
析し、評価（形成的個人評価、総括的個人評
価、形成的プログラム評価、総括的プログラ
ム評価）し、検証し、そのプログラムが、住
民同士の対等な関係形成・維持と持続的な支
援の提供を実現するものとなるための要因
や方法を明らかにした。明らかになった要因
を活用して、子育て支援サポーター育成と子
育て支援の仕組みを形成する方法をプログ
ラムとして提示した。また、住民相互の関係
形成を積極的に支援し、支える側と支えられ
る側双方の住民をエンパワメントする専門
職としての保健師の係り方について、プログ
ラム開発の中で精緻化し、提示した。尚、モ
デル事業であり、段階的導入であるという特
徴から、行政機関ではなく、広島市ひと･ま
ちネットワークの共催事業（公民館と企業・
団体との連携事業）として実施した。 
（４）倫理的配慮：本研究は、①対象者の人
権擁護のための配慮（プライバシー，身体
面・精神面等への配慮）、②対象者に理解を
求め，同意を得る方法（説明の内容等）、③



 

 

対象者に生じる危険性及び不利益に対する
配慮、④研究の教育・学術上の貢献度の予測、
⑤予測される社会的な影響、⑥個人情報の保
護の徹底などについて、県立広島大学倫理委
員会の承認（平成 21年 11月 16日 24号）を
得て行った。 

４．研究成果 
（１）開発した二つのプログラムを、表 1及
び表 2に示した。 

表 1‐子育て支援サポーター育成プログラム概要 

レ

ベ

ル 

回 
内容と方法 

（学習者：支援側の住民） リソース 

プ 

ラ 

イ 

マ 

リ 

プ 

ロ 

グ 

ラ 

ム 

１ 
１.オリエンテーション 

２.今日の計画の確認 

３.専門的知識に関する講義 

①子育て支援に関する最近の動向 

②育児不安の内容とその対処方法 

４.人間関係形成スキルに関する講

義 

①支援の基盤としての人間関係形成

の必要性 

５.グループディスカッション 

６.今日の振り返りと次回プログラ

ムの案内  

保健師 

助産師 

２ 
１.前回の振り返りと今日の計画の

確認 

２.専門的知識に関する講義 

①子どもの成長や発達 

②子どもの病気 

③乳児期におこりやすい事故とその

予防の仕方 

３.人間関係形成スキルに関する講

義 

①個との関係づくりのスキル 

４.グループディスカッション 

５．今日の振り返りと次回プログラ

ムの案内 

医師 

保健師 

助産師 

 

 ３ 
１.前回の振り返りと今日の計画の

確認 

２．専門的知識に関すること 

①妊娠期の母親の健康と生活 

②育児期の母親の健康と生活 

③利用できるサービスと地域の社会

資源 

３.人間関係形成スキルに関する講

義 

①仲間づくりのスキル 

４.グループディスカッション 

５．今日の振り返りとアドバンスド

プログラムの案内 

保健師 

助産師 

ア 

ド

バ

ン

ス 

ド 

プ

ロ 

グ 

ラ 

４ 
１.前回の振り返りと今日の計画の

確認 

２.専門的知識や技術に関するこ   

と 

①離乳食 

②離乳食の調理実習と試食 

３.グループディスカッション 

４.今日の振り返りと次回プログラ

ムの案内 

保健師 

栄養士 

５ 
１.前回の振り返りと今日の計画の 保健師 

ム 確認 

２.専門的知識や技術に関するこ 

と 

①発達の観察の仕方 

②体重等の身体測定の方法 

３.グループディスカッション 

４．今日の振り返りと次回プログラ

ムの案内 

助産師 

６ 
１.前回の振り返りと今日の計画の

確認 

２.専門的知識や技術に関すること 

①マタニティ・ヨガ（出産前・出産

後） 

３.グループディスカッション 

４.今日の振り返りと次回プログラ

ムの案内 

保健師 

助産師 

インス

トラク

ター 

７ 
１.前回の振り返りと今日の計画の

確認 

２.専門的知識や技術に関するこ 

と 

①子どもの遊び 

②指導方法のロールプレイ 

３.グループディスカッション 

４.今日の振り返りと次回プログラ

ムの案内 

保健師 

助産師 

保育士 

８ 
１.前回の振り返りと今日の計画の

確認 

２.専門的知識や技術に関すること 

①タッチケア 

３.グループディスカッション 

４.今日の振り返りとプログラム全

体の振り返りと評価 

５.子育て支援サポーター育成プロ

グラム実践編の案内 

保健師 

助産師 

インス

トラク

ター 

 
表 2‐子育てと仲間づくり支援プログラム概要 

回 
内容と方法 

リソース 
被支援側の住民 支援側の住民 

１ 

妊

娠

５

か

月

｜

６

か

月

頃 

１.健康チェック 

２.オリエンテー

ション 

３.今日の計画の

確認 

４.専門的知識や

技術に関する講義 

①母親になるとい

うこと 

②妊娠期の母親の

健康と生活（１） 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.健康チェック 

８.希望者の個別

相談 

 

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック） 

３.オリエンテー

ション 

４.今日の計画の

確認 

５.専門的知識や

技術に関する講

義 

①母親になるとい

うこと 

②妊娠期の母親の

健康と生活（１） 

６.交流会 

７.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

８.健康チェック 

９.希望者の健康

相談 

10.自分自身の今

日の振り返り 

保健師 

助産師 

保育士 

２ 
１.健康チェック 

２.前回の振り返

りと今日の計画

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック） 

保健師 

助産師 

ヨガイ



 

 

妊

娠

６

か

月

| 

７

か

月

頃 

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義 

①マタニティ・ヨ

ガ 

②妊娠期の母親の

健康と生活（２） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

６.健康チェック 

７.希望者の個別

相談 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義 

①マタニティ・ヨ

ガ（出産前） 

②妊娠期の母親の

健康と生活（２） 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.健康チェック 

８.希望者の健康

相談 

９.自分自身の今

日の振り返り 

ンスト

ラクタ

ー 

保育士 

３ 

妊

娠

７

か

月

| 

８

か

月

頃 

１.健康チェック 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義 

①妊娠期の母親の

健康と生活（４） 

②出産の準備 

③産後の健康 

④母乳のすすめと

乳房の手入れ 

⑤活用できる地域

の資源 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

６.健康チェック 

７.希望者の個別

相談 

 

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義 

①妊娠期の母親の

健康と生活（４） 

②出産の準備 

③産後の健康 

④母乳のすすめと

乳房の手入れ 

⑤活用できる地域

の資源 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.健康チェック 

８.希望者の健康

相談 

９.自分自身の今

日の振り返り 

保健師 

助産師 

保育士 

４ 

妊

娠

８

か

月

|

９

か

月

頃 

１.健康チェック 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講義

と演習 

①上の子どもとの

係り方 

託児では“赤ち

ゃんがくる日”

の読み聞かせ 

②妊娠期の母親の

健康と生活（３） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

６.健康チェック 

７.希望者の個別

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①上の子どもとの

係り方 

②妊娠期の母親の

健康と生活（３） 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.健康チェック 

８.希望者の健康

相談 

保健師 

助産師 

保育士 

相談 ９.自分自身の今

日の振り返り 

５ 

生

後

２

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義 

①子どもの成長と

発達 

②利用できるサー

ビスや地域の社

会資源 

③この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（１） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

６.希望者の個別

相談 

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義 

①子どもの成長と

発達 

②利用できるサー

ビスや地域の社

会資源 

③この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（１） 

５.交流会 

６．今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.希望者の個別

相談 

８.自分自身の今

日の振り返り 

保健師 

助産師 

保育士 

主事 

６ 

生

後

２

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３．専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①産後ヨガ 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（２） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

６.希望者の個別

相談 

 

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①産後ヨガ 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（２） 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.希望者の健康

相談 

８.自分自身の今

日の振り返り 

保健師 

助産師 

保育士 

ヨガイ

ンスト

ラクタ

ー 

７ 

生

後

３

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義 

①子どもの病気と

上手な病院のか

かり方 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（３） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義 

①子どもの病気と

上手な病院のか

かり方 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（３） 

５.交流会 

６.今日の振り返

医師 

保健師 

保育士 



 

 

ラムの案内 

６.希望者の個別

相談 

りと次回プログ

ラムの案内 

７.希望者の個別

相談 

８.自分自身の今

日の振り返り 

８ 

生

後

３

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①タッチケア 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（４） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

６.健康チェック 

７.希望者の個別

相談 

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①タッチケア 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（４） 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.健康チェック 

８.希望者の健康

相談 

９.自分自身の今

日の振り返り 

保健師 

助産師 

保育士 

タッチ

ケア認

定指導

者 

９ 

生

後

４

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①離乳食 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（５） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

６.希望者の個別

相談 

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①離乳食 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（５） 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.希望者の個別

相談 

８.自分自身の今

日の振り返り 

保健師 

助産師 

保育士 

栄養士 

10 

生

後

４

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①離乳食の調理実

習と試食 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（６） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①離乳食の調理実

習と試食 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（６） 

５.交流会 

６.今日の振り返

保健師 

助産師 

栄養士 

保育士 

ラムの案内 

６.希望者の個別

相談 

りと次回プログ

ラムの案内 

７.希望者の個別

相談 

８.自分自身の今

日の振り返り 

11 

生

後

５

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義 

①育児期の母親の

健康と生活 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（７） 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.希望者の個別

相談 

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義 

①育児期の母親の

健康と生活 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（７） 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.希望者の健康

相談 

８.自分自身の今

日の振り返り 

保健師 

助産師 

保育士 

12 

生

後

５

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①子どもの遊び 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（８） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

６.希望者の個別

相談 

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義と演習 

①子どもの遊び 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（８） 

５.交流会 

６.今日の振り返

りと次回プログ

ラムの案内 

７.希望者の個別

相談 

８.自分自身の今

日の振り返り 

保健師 

助産師 

保育士 

 

13 

生

後

６

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.専門的知識や

技術に関する講

義 

①読み聞かせ（ブ

ックスタート） 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（９） 

４.交流会 

５.今日の振り返

りと次回プログ

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.専門的知識や

技術に関する講

義 

①読み聞かせ（ブ

ックスタート） 

②この時期の子ど

もの様子と子ど

もの世話（９） 

５.交流会 

６.今日の振り返

保健師 

助産師 

保育士 



 

 

ラムの案内 

６.希望者の個別

相談 

りと次回プログ

ラムの案内 

７.希望者の個別

相談 

８.自分自身の今

日の振り返り 

14 

生

後

６

か

月

頃 

１ . 健 康 チェ ッ

ク・計測 

２.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

３.お茶会 

４.全体の振り返

り 

５.希望者の個別

相談 

１.事前説明 

２.受付（健康チェ

ック・計測） 

３.前回の振り返

りと今日の計画

の確認 

４.お茶会 

５.全体の振り返

り 

６.希望者の個別

相談 

７.自分自身の全

体の振り返り 

医師 

保健師 

助産師 

保育士 

 

（２）対等な関係形成と持続的な支援提供実
現の要因や方法について検討した結果、①支
援側の住民は子育て支援の経験を有する者
が望ましい、②支援側の住民の次のプログラ
ム参加への動機づけや事前説明を十分に行
う必要がある、③支援される側住民のプログ
ラム参加者は児の母親と父親（又はパートナ
ー）の両方であることが特に関係形成・維持
において有効と考えられる、④エンパワメン
トのために専門職支援者の役割を見直すこ
とが必要である等、今後のプログラム開発へ
の示唆を得た。 
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